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ておりますけども、たぶんベータ1、ベータ

2という形で出ていって、12月には出すこ

とがわかっていますけども。日本語版はそ

れからローカライズしますので、来年の第1

四半期という見方をしています。

それでは、2.0のセールスポイントを。

杉原：やはりマルチメディアという言葉を

意識した付加価値を入れているということ

ですよね。筆頭はHOT JAVA ですね。それ

から動画を入れ込むためのマクロマインドデ

ィレクターであるとか、そういった本来のマ

ルチメディアと言われてきたテクノロジーと

の融合が図られています。それにセキュア

ーなE-mailも入れておりますし。その辺で

は、オールインワン的なパッケージになっ

たと言ってもいいと思いますね。

私はとくに電子メールの部分に興味があっ

て、たとえば電子メールとブラウザーのコ

ンビネーションによるいろいろな使い方が

あるんじゃないかなと思っていたんですけ

ど。インターネットの利用者はネットスケ

ープ立ち上げておけばほとんどのことがき

るということですか？

杉原：それじゃないと、本来のインターネ

う意味では、日本でもインターネットの普

及に貢献しているんじゃないかと思います

ね。

ナビゲーターは、お店で売れているんです

か？

杉原：売れ始めています。秋葉原セールス

が大変重要になってきていてもっと力を入

れていきたいと思っていますが、今はなん

といってもコーポレートユーズですね。それ

が一番大きなシェアをもってまして。やは

り、エンタープライズレベルでまだインター

ネットに入ってないところが多いものです

から、そっちのほうに普及させて。インタ

ーネットの1つの問題の中にアクセスのチャ

ージが高いというのがあるんですね。です

から個人ももちろんだいぶ入ってますけど、

企業がまず最初に入っていくという形にな

っていく気がしますね。

ナビゲーターの2.0のほうなんですけど、製

品版の出荷予定はいつ頃ですか？

杉原：アメリカでの出荷の予定が12月の末

くらいと言われておりまして、もっと早ま

る可能性もありますけども、それが最新の

スケジュールですね。今、ベータ版を出し

ネットスケープ社の規模だとか、売り上げ

だとか、何人いらっしゃるかとか、まずそ

の辺から教えてください。

杉原：現在米国のネットスケープ社では、

従業員が500人以上になりました。8月に

上場しましたでしょ。それでわっと広まっ

た感じがあるんですけど。売り上げに関し

ては第3四半期の数字が初めて公開後に出

たんですけど、2000万ドル以上を計上しま

した。上場して、最短距離で第3四半期で

初めて黒字に転換して、これもまた1つの

記録だと思うんですけど、おかげさまで順

調にいっています。プロダクトも順調に普

及していると言えるんじゃないでしょうか。

ただ、ナビゲーターのセールスがまだ多く

て、サーバーは伸びてますけど30から35パ

ーセントくらいですね。

去年の12月にバージョン1.0が初めて出て、

このあいだ発表したのが2.0。ちょうど1年

後にメジャーバージョンアップという意味

で2.0を出そうと、今むこうはすごく忙しく

やっている状況です。

日本語版のほうは？

杉原：日本語版のナビゲーターは8月のあ

たまに初めてできまして、それまで英語版

のセールスだったんですけど。8月の下旬く

らいからやっと日本語版のパッケージが出

始めて、今では正直申しまして何万本とい

う単位で出ていっています。

日本でのナビゲーターのシェアは、一説に

よりますと65パーセントとか書いてあるん

ですけど、もっといってるんじゃないかなと

思います。マックに関しましては、100パ

ーセント近く出ていますけどもね。そうい
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本誌先月号の緊急レポートでも紹介したように、ついにネットスケープナビゲ

ーター2.0のベータ版がリリースされた。そこで、ネットスケープ社の日本法人

である日本ネットスケープコミュニケーションズのカントリーマネージャー杉原信

一氏に、その目指すところをうかがってみた。

インタビュアー：本誌編集長　井芹昌信

「2.0の最大の特長はマルチメディアという言葉を意識した

付加価値を入れていることですね。」
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ット上でのマルチメディアとは言えないん

ですよね。

アクロバットの機能というのは、今回はど

うですか？

杉原：アドビのアクロバットですよね。こ

れはサードパーティーのものですから、私ど

もがローカリゼーションするわけじゃないも

ので。むずかしいかな、というところはあ

るんですけどね。

すると、アクロバットなしで日本語版を出

してしまうということもありえるということ

ですか？

杉原：サードパーティーに関して遅れた場

合には、その機能をつけずにということも

あるかもしれません。これは12月くらいに

ならないとわからないですね。

ほかに2.0で大きく変わった機能というと何

がありますか？。

杉原：クライアントの認証ですね。これま

でのバージョンではサーバーの認証しかや

ってませんでしたが、2.0からはクライアン

トの認証を入れます。要するに、クライア

ントに対しても認証機関がサーティフィケ

ート、つまり本人であることの証明書を出

すわけですね。そうすることによって、サ

ーバーとクライアントが

お互いに本人であること

の確認ができるようにな

るわけです。

具体的に、オンラインシ

ョッピングをするような

ケースで、どういうふう

に利用されることになる

んですか。

杉原：サーバーとクライ

アントの間で、ショッピ

ングをする前にお互いに

サーティフィケートを交

換して本人であることを

確認し合うわけです。

まずサーバーに対して、

たとえば「本当にインプ

レスのサーバーですか」

と尋ねると、サーティフ

ィケートが送られてきて「私はインプレス

のサーバーですよ」というのがわかる。同

じようにしてサーバー側もクライアントが本

人であることを確認できるわけです。

最初に登録が必要なのですか？

杉原：認証機関に登録してサーティフィケ

ートを発行してもらうわけです。

具体的にはどういう構想になるんですか。

杉原：認証機関は今はベリサインという会

社がやっているんですけど。サーバーを立

ちあげたときに、これが本当にあなたのも

のですねということを確認したうえで、認

証機関がサーティフィケートを発行するわ

けです。サーティフィケートといってもデジ

タルな番号ですが、それを入れることによ

って初めてサーバーの中の公開鍵と秘密鍵

が使えるようになるという仕組みです。

クライアント側も事前に登録してキーをも

らうわけですか？

杉原：そうです。それは当然デジタルでく

るわけですけれども、それをナビゲーターの

中に入れておくわけです。

ところで、サーバーの2.0はどんな製品にな

りそうですか？

杉原：われわれは「セキュアクーリエ」と

いう言い方をしているんですけど、アプリ

ケーションレベルでのセキュリティー機能を

持たせるかたちになります。本来のRSAの

セキュリティーはネットワークレイヤーに

SSLとして入っていますが、それに対して

セキュアクーリエというのはアプリケーショ

ンレイヤーに入れているんです。これはど

ういうコンセプトかと言いますと、エレク

トリックコマースで、消費者と、マーチャ

ントと、アクワイヤーすなわちカード会社

や銀行の間でのセキュリティーを実現する

ものなんです。

このシステムでは2つの電子封筒をつくりま

す。たとえば、何かの買い物をするとしま

すね。そうしますと、1つの封筒には購入

関係のマーチャントが知らなければならな

い情報、もう1つの封筒には個人のクレジ

ットカード番号とかパーソナリティー・ア

イディンティフィケーション・ナンバーです

とかを入れます。つまりマーチャントのと

ころでは個人的なクレジットカード番号と
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かの情報は開かせないようにさせるんです。

マーチャントのところで必要なのは、何を

買ったか、いくらだったかということだけ

なんです。どうしてこういうふうにするかと

いうと、もし悪いマーチャントがいたら、ク

レジットカード番号を盗んで悪用する可能

性があるからです。あくまでもアクワイヤ

ーのところ、要するにカード会社や銀行の

ところにきて初めて個人の情報が開けられ

るわけです。アクワイヤーでオーソライゼー

ションされたならば、オーソライゼーション

の封筒を新たにつくって、マーチャントと

個人に戻してやることになります。

しかも、これに使われるのアルゴリズムの

ビット長は、80ビット以上の承認がとれそ

うだということなんですけど。

それは基本的には、RSAみたいな技術をそ

こでも使っているんですか。

杉原：そうです。ポイントは、こうするこ

とによって個人の情報が守られるというこ

とです。これは2.0のコンセプトで、クライ

アントのほうにはすでにあるんですけれど、

当然2.0のサーバーが出てこないと使えませ

ん。これは、来年の春以降ではないかと思

いますけれど。

話は変わりますが、このあいだキーを破ら

れましたね。あのあとの対策というのは？

杉原：2つ破られましたよね。

まず40ビットのキーが破られたことに関し

ては、2つの主張をしておりまして、1つに

はアメリカ国防省に対して「40ビットはや

っぱり破られます。いくらスーパーコンピ

ューター2台とワークステーション120台を

使って8日間かかると言っても、破られる

ものは破られます」ということ。ただ「40

ビットでもこんなに手間がかかるんです」と

いうこともありますよね。ネットスケープの

サーバーはセッションを100秒ごとに区切っ

てキーのアルゴリズムを変えていますから、

あの40ビットを破ったのに関しましては、

100秒間のデータしかないわけです。そこ

に、もし重要な情報があったら終わりです

けども、もし重要な情報がなかった場合に

は、ほかの100秒をまた8日間かけて破らな

ければならないということなんですね。われ

われの言っていることは「やっぱり40ビッ

トは手間ひまかければ破られてしまいます

よ。ですからインターナショナルにおいて

も、もっとビット長を長くすべきですよ」

ということで、アメリカの司法省や安全保

障局もだいぶ緩和してきているんですけど

ね。もう1つの主張は「40ビットと言えど

もこれだけ時間がかかるので、今のカタロ

グショッピングなどに比べたらはるかにセキ

ュアーですよ」ということ。ハイテクであ

るがゆえにハッカーが挑戦するわけです。

今、アメリカではMCIのショッピングモー

ルとか、あちこちでもやり始めていますけ

れども、それによる被害は一切ありません

しね。それが1つ。

もう1つの話というのは、キーを生成すると

きのアルゴリズムがリバースエンジニアリン

グで解けてしまったということです。これ

に対しては、ネットスケープは認めており

まして、この生成のときのコンビネーショ

ンのビット長が30ビットであったのは甘か

ったということで、それを300ビットに変え

て今はもうアップグレードされています。

今の2.0でもされていますか。

杉原：もちろんされています。1.0に関しま

しても、このパッチは出ております。

輸出のほうですけども、48ビットまでOK

になっているとか。

杉原：まだ、正式には聞いていないのです

が、いずれそういうのは出てくると思いま

す。かなりプレッシャーをかけていますか

ら。

40ビットとか48ビットとか、バージョンの

違いによるキーの互換性の問題はないんで

すか？

杉原：問題ないです。サーバーにアクセス

するときに、たとえば「私は40ビットです

よ」という信号を出すんです。そうすると

「じゃあ、40ビットでやりましょう」という

ことになるんです。じつは今のクライアン

トには128ビットの機能が入っているんです

が、今は40ビットしか使えないようになっ

ています。ですから、それを伸ばすことは

簡単にできるんです。

では、最後に読者の方に何か言っておきた

いことがあればお願いします。

杉原：みなさんセキュリティーをものすご

く心配されているのはわかるんですけれど

も、今のテレビショッピングとかテレフォ

ンショッピングとか、そういうところでクレ

ジットカード番号が公開されているのに比

べれば、はるかにセキュアーであるというこ

とをご理解いただければ、もう少しこのエ

レクトリックコマースというものを早めに実

用化できるのではないかと思いますね。

どうもありがとうございました。
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